















○ OMA ベトナム・カンボジア視察研修交流の旅へのご案内 





当協会の大森經德副会長が団長でもあり､ご希望の方は 8 月 21 日（金）までにお申込み下さい。（連
絡先：大阪能率協会事務局 E-mail:oma@crux.ocn.ne.jp または Tel:06-6941-2709､Fax:06-6947-4369 





















○日 程 :  2009 年 10 月 5 日(月)～11 日(日) 7 日間 
月/日   行   程  宿 泊 
10/ 5(月) 関空発(11:00）―ハノイ着(18:30) ハノイ泊 
10/ 6(火) 日本大使館・ＪＥＴＲＯ・日系企業訪問   〃 
10/ 7(水） ハノイよりダナンへ 
「ダナン市外務局」 
現地企業 2社訪問､日本商工会メンバーと夕食    
ダナン泊 
10/ 8(木) 世界遺産ホイアン及びフエ観光           〃 





10/10(土) 世界遺産 アンコールワット・アンコールトム観光 機内泊 
深夜 ホーチミンへ  
10/11(日) ホーチミン発(0:10)―関空着(7:20)  
○参加費用：189,000 円（ホテル：四つ星、シュムリアップは五つ星、二人部屋）、一人部屋追加料金 
24,000 円。 




「時が滲む朝」 感想文特集 第３回 
美朋有限公司董事長 
   中小企業家同友会上海倶楽部代表 




                                                                     












この父と子たちのことをもう少しお話してみたい。この小説は 1988 年 7 月の大学統一試験の話から
始まる。 
 
















































 2000 年 9 月、志強が一週間の予定で東京へやってきた。 
 「あれから 11 年、最近やけに懐かしくて・・・」 
 「ところで甘先生はいま、どうしているの？」 
 「この間、東欧からフランスに戻って、詩を送ってくれたよ。・・・年末に帰国すると言い出してさ・・・」 









   「父さん、昨夜母さんは息を引き取った。目尻に涙を一つ残した 
    ままだった。きっと僕が責任のある父親に恵まれることがない 
    のを最後まで悔やんだ涙だと思います。妻も息子も顧みること 
が出来ない、そんな人は国を愛せるだろうか。これは僕からの 




 あの日から間もなく 20 年が来る。 天安門広場の自由の女神は倒されたが、世界に飛び火してベ
ルリンの壁を突き崩し、ソ連や東欧の社会主義国は解体した。 
 あれから 20 年、中国は改革開放の道を歩み、いま世界の大国に伍している。 
 この小説の提起した、テーマと問題点は鋭く、意味深い。 
                      （2009 年 1 月 21 日 記）    
 
≪時が滲む朝の感想文≫                     30 代 日本人男性(中国在住) 
 
















































































































































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
  1 月   21.2 7.1  194 26.5 27.6 ▲13.4 109.8 18.9 16.7 
 2 月  (15.4) 19.1 8.7 (24.3) 82 6.3 35.6 ▲38.0 38.3 17.4 15.7 
 3 月 10.6 17.8 21.5 8.3 27.3 131 30.3 24.9 ▲28.1 39.6 16.2 14.8 
 4 月  15.7 22.0 8.5 25.4 164 21.8 26.8 ▲16.7 52.7 16.9 14.7 
 5 月  16.0 21.6 7.7 25.4 198 28.2 40.7 ▲11.0 38.0 18.0 14.9 
 6 月 10.4 16.0 23.0 7.1 29.5 207 17.2 31.4 ▲27.2 14.6 17.3 14.1 
 7 月  14.7 23.3 6.3 29.2 252 26.7 33.7 ▲22.2 38.5 16.3 14.6 
 8 月  12.8 23.2 4.9 28.1 289 21.0 23.0 ▲39.5 39.7 15.9 14.3 
 9 月 9.9 11.4 23.2 4.6 29.0 294 21.4 21.2 ▲40.3 26.0 15.2 14.5 
10 月  8.2 22.0 4.0 24.4 353 19.0 15.4 ▲26.1 ▲0.8 15.0 14.6 
11 月  5.4 20.8 2.4 23.8 402 ▲2.2 ▲18.0 ▲38.3 ▲36.5 14.7 13.2 
12 月 9.0 5.7 19.0 1.2 22.3 390 ▲2.8 ▲21.3 ▲25.8 ▲5.7 17.8 15.9 
2009 年             
1 月    1.0  391 ▲17.5 ▲43.1 ▲48.7 ▲32.7 18.7 18.6 
2 月  （3.8） (15.2) ▲1.6 (26.5) 48 ▲25.7 ▲24.1 ▲13.0 ▲15.8 20.5 24.2 
3 月 6.1 8.3 14.7 ▲1.2 30.3 186 ▲17.1 ▲25.1 ▲30.4 ▲9.5 25.5 29.8 
4 月  7.3 14.8 ▲1.5 30.5 131 ▲22.6 ▲23.0 ▲33.6 ▲20.0 25.9 27.1 
5 月  8.9 15.2 ▲1.4 (32.9) 134 ▲22.4 ▲25.2 ▲32.0 ▲17.8 25.7 28.0 
6 月 7.9 10.7 15.0 ▲1.7 35.3 83 ▲21.4 ▲13.2   28.5 31.9 
7 月  10.8 15.2 ▲1.8 (32.9) 106.3 ▲23.0 ▲14.9     
 
注：1.①「実質 GDP 増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2 月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1 月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に
対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノ
の貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
